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私の循環器研究 
─ 冠攣縮から音波治療開発まで ─

My Research in Cardiovascular Medicine 

─ From Coronary Artery Spasm to Sound Wave Therapies─

下　　川　　宏　　明

医学系研究科　循環器内科学分野

は じ め に

私は，1979年に九州大学医学部を卒業し，2005年
に東北大学医学系研究科教授に就任しました．卒業後
の 12年間で臨床研修（九大病院・九州厚生年金病院）・
学位研究・米国留学（Mayo Clinic, Iowa大学）・臨床
力の研鑽（飯塚病院）等を行い，次の 15年間で九大
の助手から助教授を務め，その後の 15年間を東北大
学教授として務めました．私は，虚血性心臓病・心不
全等を専門とし，恩師である米国留学時代からの Paul 

M. Vanhoutte教授 （1940～2019）や九州大学の竹下彰
名誉教授 （1940～2009） の薫陶をいただき，人生を歩
んできました．残念ながらお二人とも他界されました
が，お二人の教えは今でも私の日々の活動を支えてい
ただいております．

教育実績について

臨床医学の教室として，全学教育から医学部教育（特
に 4～6年次），大学院教育を担当しました．学位研究
指導は 137名に行いました．また，東北大学病院循環
器生涯教育講座を年 10回，計 124回開講し，延べ 7,394

名の受講者がありました．さらに，東北大学病院心電
図・心エコー勉強会を年 12回，計 152回行い，延べ
19,343名の受講者がありました．

診療実績について

私は，赴任後，教室の診療体制を虚血グループ（虚
血性心疾患），循環グループ（肺高血圧症・心筋症・
弁膜症等），不整脈グループ（不整脈）の 3グループ
体制とし，心不全は 3グループに共通するところから

グループの別なく担当するようにしました．さらに，
臨床研究・基礎研究もこの 3グループ制を基に行い，
いわゆるトランスレーショナル研究が効率よく実施で
きました．教室員全員の頑張りにより，私の在任 15

年間で，新患入院患者数が約 3倍，新患外来患者数が
約 2.5倍，医業収益が約 3倍に増加し，大学病院に貢
献しました．また，地域医療にも力を注ぎ，まず，当
科と診療所を結ぶ「病診ネットワーク」を立ち上げ，
「ハートホットライン」を設置して 24時間 365日教室
員が対応する体制を構築しました．現在では 306診療
所の先生にご参加いただいています．さらに，県や市
町村からの強いご依頼に応える形で 17の関連病院が
増えました．当科と関連病院のネットワークは東北地
方の循環器を支え，当科は文字通り，東北地方の循環
器医療の最後の砦としての役割を果たしました．

研究実績について

私の主な研究テーマは 4つあり，① 虚血性心臓病
（特に冠攣縮）の病態生理，② 血管内皮機能，③ 先
端医療開発，④ 循環器領域における大規模疫学研究
であり，これらの研究を楽しんできました．① では，
ミニブタを用いた世界初の冠攣縮の動物モデルを開発
し1,2）（図 1），虚血性心臓病の成因として重要な冠攣
縮の分子機構が血管平滑筋の分子スイッチの役割を果
たしている Rho-kinaseの活性化であることを解明し
ました2,3）（図 2）．また，冠攣縮性狭心症患者において，
冠動脈外膜の栄養血管4）や炎症性変化の重要性5），微
小血管障害との重複の重要性6）を明らかにしました．
現在，微小血管狭心症に関して，私が研究代表者とな
り，国際共同研究を実施中です．② では，最後まで
その本体が不明であった内皮由来過分極因子 
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（EDHF）の本体が過酸化水素であることを世界に先
駆けて同定し2,7）（図 3），活性酸素種の生体の恒常性
維持における新たな側面を明らかにしました．③ で
は，音波の持つ治療効果（血管新生作用・抗炎症作用
等）に着目し，重症狭心症に対する低出力体外衝撃波
治療を開発し8,9），さらに低出力パルス波超音波にも
同様の作用があることを発見し，現在，狭心症・認知
症を対象に世界初の医師主導治験を実施中です10,11）

（図 4）．④ では，わが国最大の慢性心不全のコホート
研究（CHART-2研究）12）（図 5）や冠攣縮研究会13）・
宮城県心筋梗塞対策協議会14）の活動などを行いまし
た．これらの疫学研究は，国内外の診療ガイドライン
に数多く引用されています．

①～④ の研究は全て連関しており，相加・相乗的
に私の研究の幅を拡げてくれました．論文業績として，
英文原著 558編，英文総説 114編，英文著書 31編等
があり，h-indexは 99，被引用回数は 34,598回です．
以上のような研究業績により，国内外の多くの賞を受
賞しましたが，特に，循環器領域における世界の 2大
学会である米国心臓協会とヨーロッパ心臓病学会の両
方の学会賞を日本人として初めて受賞したことは私の
大きな誇りです．
私は，2013年から現在まで 7年間東北大学病院臨

床研究センター長を務め，2015年から 2年間医学系
研究科副研究科長，2017年から現在まで東北大学ビッ
グデータメディシンセンター長，2012年から 6年間

図 1.　ミニブタの実験的冠動脈硬化病変に誘発された冠動脈攣縮（文献 1より引用）

図 2.　循環器疾患の成因における RhoA/Rho-kinase経路の重要な役割（文献 2より引用）
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東北大学医師会長を務めました．また，日本循環器学
会（2016年会長）等，主要な学会の理事・学会長・
編集長等を歴任しました．特に，2016年の第 80回日
本循環器学会学術集会では天皇皇后両陛下の行幸啓を
賜り，東日本大震災 5周年パネル展示において東北地
方の医療関係者の災害医療活動についてご紹介できた

ことは私の大きな喜びでした．

お わ り に

東北大学に 15年間務めさせていただき，恵まれた
研究環境に心から感謝しています．東北大学の理念で

図 3.　内皮型一酸化窒素（NO）合成酵素の血管径による大きな役割の違い（文献 2より引用）

図 4.　低出力パルス波超音波（LIPUS）を用いた重症狭心症に対する血管新生療法
A.　LIPUS治療の治療条件
B.　LIPUS治療の説明図（3断面に対して行う）
C.　LIPUS治療風景
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ある「研究第一・実学尊重・門戸開放」が実践されて
いることを実感していますし，微力ながらそれに貢献
できたことを誇りに思います．東北大学は，わが国を
代表する世界的な大学に発展しつつあり，当科にも多
くの人材が育ちつつあります．今後，彼らの成長を楽
しみに見守りつつ，自分の道を歩んでいきたいと思い
ます．15年間，ありがとうございました．
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図 5.　CHART-2研究の概要
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